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8月9日（日）11：30〜
　　　　　支部会館
　子ども木工体験、たこ焼、かき氷、
その他企画も大充実。お申込みお待ちしてます!!
　参加希望の方は支部事務所へ。

家
族
連
れ
集
う

　
　
7
会
場
大
盛
況

行
列
が
出
来
る
程
の
大
盛
況

5
月
31
日
、
予
報
を
覆
す

晴
天
の
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
共
に
、
行
列
が
出

来
る
程
の
大
盛
況
で
、
み
ん
な

揃
っ
て
言
っ
て
い
た
の
が
、
か

き
氷
は
無
料
に
対
し
て
「
え
っ

ホ
ン
ト
!?
」、
ま
た
多
数
の
子

ど
も
達
が
工
作
・
電
気
製
作
体

験
・
畳
で
作
る
コ
ー
ス
タ
ー
と
、

一
所
懸
命
に
取
り
組
む
等
感
心

し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
住
宅
相

談
は
3
件
以
上
あ
り
、
相
談
員

も
熱
心
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
南
町
分
会
と
共
同
で

行
い
、
名
物
化
し
そ
う
な
上
棟

式
で
は
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
主
婦

みんなの 住宅デー
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第
３
回

今年もじゃんじゃん流します！

の
会
、
青
年
部
も
笑
顔
で
接
客

を
し
て
い
て
、
共
に
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
大
成
功
!!

三
葉
分
会　

前
川
達
夫

は
、
5
月

31
日
竹
丘

公
園
に
て

バ
ザ
ー
と

共
に
開
催

し
ま
し

職
人
の
技
、
健
在

来
場
者
は
例
年
よ
り
少
な
く

感
じ
ま
し
た
が
、
包
丁
研
ぎ
と

研
ぎ
の
腕
前
も
披
露
し
て
く
れ

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
金

魚
す
く
い
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

に
子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。
来
年
は
分

会
の
仲
間
の
参

加
を
も
っ
と

も
っ
と
増
や
し

た
い
。

北
浅
分
会

　

佐
野
史
郎

ま
な
板
削
り
に
は
会
場

設
営
の
準
備
中
か
ら
近

所
の
方
が
「
や
っ
て
い

ま
す
か
？
」
と
次
々
に

来
て
い
ま
し
た
。
ベ
テ

ラ
ン
の
元
組
合
員
の
仲

間
が
、
難
し
い
ハ
サ
ミ

企
画
～
段
取
り
～
運
営
と
相

当
な
労
力
が
注
が
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
が
、
ぶ
ら
っ
と
手

伝
い
に
行
っ
た
私
に
対
し
て

も
、
分
会
の
み
な
さ
ん
の
ウ
ェ

ル
カ
ム
な
ム
ー
ド
は
と
て
も
入

り
や
す
い
雰
囲
気
で
し
た
。

快
晴
の
下
イ
ベ
ン
ト
も
大
変

な
盛
況
ぶ
り
で
、
最
後
の
ダ
ン

ス
大
会
は
い
つ
ま
で
も
ア
ン

コ
ー
ル
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で

し
た
。

元
塩
分
会

佐
藤
ノ
ブ
ユ
キ

松
竹
分
会

住
宅
デ
ー

た
。
組
合
員
参
加
者
16
人
、

来
場
者
1
0
0
人
以
上
、

天
気
も
良
く
大
成
功
の
住
宅

デ
ー
で
し
た
。
今
回
、
宮
崎

新
分
会
長
が
「
み
ん
な
の
住

宅
デ
ー
」
と
書
い
た
立
派
な

看
板
を
前
日
の
夜
、
12
時
ま

で
掛
か
っ
て
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
新
分
会
長
の
意
気
込

み
を
感
じ
ま
す
。

松
竹
分
会　

尾
芦
富
雄

親
子
で
楽
し
む
住
宅
デ
ー

天
候
に
恵
ま
れ
組
合
員
家
族

29
名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
住
宅

デ
ー
。
分
会
初
の
取
組
か
き
氷

は
、
大
勢
の
子
ど
も
達
や
大
人

に
も
人
気
が
あ
り
好
評
で
し

た
。
西
都
保
健
生
協
の
皆
さ
ん

で
行
わ
れ
た
健
康
教
室
に
も
参

加
者
が
多
く
賑
や
か
で
し
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
も
な
か
な

か
の
人
気
が
あ
り
、
親
子
で
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
良
か
っ
た

で
す
。

滝
山
分
会　

樋
口
征
之

「
じ
ゃ
風

船
作
っ
て
く

だ
さ
い
」
と

い
う
ユ
ル
い

感
じ
で
始

ま
っ
た
「
住

宅
デ
ー
」
で

し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
夢
中

晴
天
の
下
6
/
7
清
里
分

会
の
住
宅
デ
ー
は
10
時
開
会
。

ず
っ
と
見
守
る
若
い
お
父
さ

ん
、
小
さ
な
子
供
達
は
暑
い
せ

い
か
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
に
集
中
し
て
い
た
。
巣

箱
や
貯
金
箱
の
木
工
工
作
に
は

大
人
も
夢
中
で
し
た
。
シ
ー
ル

貼
り
は
そ
こ
そ
こ
の
参
加
者

で
し
た
。
血
圧
測
定
は
今
年
は

ち
ょ
っ
と
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
来
年
は
も
う
少
し
内
容
を

工
夫
し
て
来
場
者
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。
暑
い
中
、
参
加
者
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

清
里
分
会　

鈴
木
勝
雄

ち
び
っ
こ
で
大
賑
わ
い

子
ど
も
達
が
喜
び
そ
う
な
催

し
物
が
多
い
の
で
、
あ
ち
こ
ち

行
列
が
出
来
て
い
た
。

若
い
家
族
連
れ
が
目
立
ち
、

空
腹
を
満

た
す
ラ
ー

メ
ン
も

す
っ
か
り

定
着
し
て

い
る
様
子
。

若
い
職

人
さ
ん
達

も
、
粋
な

土
建
の

は
っ
ぴ
姿

で
住
宅

デ
ー
の
会

場
に
溶
け

込
ん
で
い

ま
し
た
。

青
空
分
会　

廣
野
順
子

第
38
回

ウェルカムなムード

意気込み感じる
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面
・
ト
イ
レ
済
ま
せ
て
外
で

待
つ
。
10
時
休
み
に
お
茶
を

飲
む
の
は
親
方
と
職
人
、
弟

子
は
道
具
を
直
す
時
間
。
や

り
方
が
ま
ず
い
と
差
し
金
で

頭
た
た
か
れ
る
。
仕
事
の
内

容
は
セ
メ
ン
ト
工
場
の
新
築

で
東
京
池
袋
へ
出
て
き
た
。

仕
事
は
転
々
工
務
店
に
入

る
こ
と
で
き
て
、
41
年
に
結

婚
、
清
瀬
で
家
を
買
い
子
供

が
2
人
。
48
年
よ
り
東
京
土

建
に
入
り
、
現
在
に
至
る
。

元
塩
分
会　

小
林
博
征

分
校
定
時
制
に
入
学

す
る
。

朝
飯
前
に
下
小
屋

の
掃
除
、
現
場
に

持
っ
て
行
く
道
具
材

料
等
を
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
む
。
朝
食
は

板
の
間
に
立
ち
膝

で
、
親
方
の
を
盛
り

自
分
も
食
べ
る
。
親

方
の
2
杯
目
を
盛
る

前
に
自
分
は
2
杯
目

を
食
べ
終
え
、
洗

銭
湯
に
入
り
1
日
が

終
わ
る
。

2
年
目
か
ら
は

バ
イ
ク
の
免
許
を
と

り
、
ど
こ
に
行
く
に

も
バ
イ
ク
と
な
る
が

勉
強
の
方
い
ま
い
ち

だ
。
テ
ス
ト
の
点
数

も
悪
く
卒
業
で
き
な

い
か
も
…
追
試
追
試

で
卒
業
で
き
た
39
年

2
月
、
弟
子
入
り
奉

公
終
え
て
人
の
誘
い

の
為
に
毎
日
型
枠
作
り
。
他

の
仕
事
も
あ
り
。
そ
ん
な
毎

日
、
給
料
な
し
の
4
年
間
。

夜
学
は
1
時
間
目
が
終
わ

る
と
夕
食
で
、
腹
が
す
い
て

い
る
の
で
ペ
ロ
リ
と
終
わ

る
。
3
時
間
目
で
終
わ
り
、

昭
和
35
年
4
月
中
学
を
卒

業
し
、
工
務
店
に
住
み
込
み

で
弟
子
入
り
す
る
。

又
県
立
糸
魚
川
高
校
早
川

給料なしの4年間
夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

8
月
11
日
（
火
）
か
ら

17
日
（
月
）
の
間
は
支
部
事

務
所
が
休
業
し
ま
す
。
各
種

お
手
続
き
で
ご
来
所
の
際
は

日
程
を
ご
確
認
下
さ
い
。

で
胃
が
ん

の
検
査
が

で
き
る
よ

う
に
な

り
、
値
段

な
の
か
、

バ
リ
ウ
ム

が
苦
痛
な

の
か
、
胃

の
レ
ン
ト

ゲ
ン
が
始

終
空
い
て

い
ま
し
た
。

例
年
の

清
瀬
小
学

校
で
の
健

診
は
、
日

館
内
も
、
各
所
10
人
前
後
に
分

散
し
て
受
診
し
て
い
ま
し
た
。

意
外
に
も
、
回
転
の
早
い
は
ず

の
、
身
長
・
体
重
・
腹
囲
に
長

い
列
が
発
生
し
、
出
入
口
の
通

行
が
困
難
な
状
態
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
時
的
な
も
の
で
混
乱

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
採
血

し
た
健
診
の
当
日
は
雨
上
が
り

で
し
た
が
、
さ
ほ
ど
蒸
し
も
せ

ず
、
例
年
に
比
べ
る
と
活
動
し

や
す
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

8
時
30
分
、
受
付
の
開
始

時
間
が
早
く
、
受
診
者
各
自
が

受
付
け
時
間
を
守
っ
て
来
場
し

た
た
め
、
毎
年
ひ
し
め
き
合
う

毎
年
、
東
久
留
米
市
、
清
瀬

市
の
2
会
場
で
行
わ
れ
る
日
曜

健
康
診
断
。
健
康
に
も
仕
事
に

も
必
要
な
健
康
診
断
が
日
曜
日

に
受
診
で
き
る
！
と
い
う
こ
と

で
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
仲
間
が

受
診
し
ま
す
。
5
月
に
東
久
留

米
の
会
場
で
開
催
、
6
月
14
日

清
瀬
小
学
校
の
体
育
館
を
利
用

5.
22
あやまれ、つぐなえ、
なくせアスベスト被害

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
の
早
期
解

決
を
求
め
る
全
国
集
会
が
行
わ

れ
、
清
瀬
久
留
米
支
部
か
ら
は

22
人
、
全
体
で
3
5
0
0
人
、

全
国
の
仲
間
が
日
比
谷
野
音
に

集
ま
り
ま
し
た
。

自
民
・
民
主
・
共
産
・
社
民
・

山
本
太
郎
と
仲
間
た
ち
の
各
政

党
か
ら
、
力
強
い
応
援
を
頂
き

ま
し
た
。
国
会
議
員
の
過
半
数

の
賛
同
署
名
を
頂
い
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

松
森
事
務
局
長
か
ら
、「
一

日
も
早
く
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

保
障
基
金
を
作
り
た
い
。
そ
の

為
に
は
世
論
と
政
治
を
動
か
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害

者
の
苦
し
み
を
訴
え
て
い
こ

う
。
全
面
解
決
を
見
ず
に
、
残

念
な
お
も
い
で
亡
く
な
っ
た
方

も
国
に
は
あ
や
ま
ら
せ
た
が
、

建
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
一
言
も
あ

や
ま
り
が
な
い
。

ど
う
し
て
も
責
任
を
と
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

一
日
も
早
く
全
面
解
決
に
な

お
一
層
の
協
力
を
。」
の
訴
え

が
あ
り
、
暑
い
中
元
気
に
デ
モ

に
出
発
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

清
里
分
会　

鈴
木
勝
雄

今
年
も
盛
況
！
日
曜
健
診

照
り
が
多
く
、
館
内
も
大
賑
わ

い
の
サ
ウ
ナ
状
態
。そ
れ
な
ら
、

組
織
の
ブ
ー
ス
で
資
料
配
布
に

徹
し
よ
う
と
思
い
、
先
に
東
久

留
米
で
受
診
を
し
た
こ
と
を
悔

い
て
い
ま
す
。

社
保
実
行
委
員
、
書
記
局
及

び
診
療
所
の
皆
様
の
采
配
に
よ

り
、
成
功
で
き
た
こ
と
を
糧
と

し
、
来
年
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
清

瀬
受
診
人
数
4
0
5
人
。

清
里
分
会　

砂
川
修
治

検
診
を
終
え
た
仲
間
と
、
拡
大
や
賃
金
の
話
題
で
対
話
。

夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
誘
い
も
。

私が「アニー」を知ったのは、4 年前くら
いに見たテレビのドキュメンタリー番組だっ
た。その時から、「アニー」を観に行きたいと
いう思いはあったものの、なかなか行ける機
会がなくいつの間にか四年が経っていた。

しかしそんな時、母が東京土建の企画で「ア
ニー」を観に行くことが出来るかもしれない
と言い、私は今年の「アニー」の公演を観に
行くことが出来た。チケットは、一般販売よ
り二千円ほど安く手に入り、座席も中央寄り
でとても舞台が観やすかった。

念願叶って観た舞台は素晴らしいもので、
劇中の挿入歌を時々思い出しては、今も口ず
さんでいる。役者の方々の演技や歌は観てい
る人に勇気と希望と清々しさを与えてくれ
て、拍手をする手に力が入った。

まさかずっと観たかった「アニー」が観ら
れるとは思ってもみなかったが、行くことが
できて本当に良かった。

このような機会を与えてくれたことに、非
常に感謝しています。

南町分会　高杉留美

念願叶って

観た舞台

ご
理
解

ご
協
力
を

お
願
い
致

し
ま
す
。


